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誕生前第 8 主日 説教 「では、私たちは」要旨 
                           牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2022 年 10 月 30 日  

マタイによる福音書 13：10-17

 降誕前第八主日を迎え、早いもので教会

暦では、今年もあと一月を残すだけとなり

ました。そこで、この「終わる」というこ

とから思うことは、焦る気持ちが抑えられ

なくなるということです。それは、それだ

け一生懸命毎日を生きているからでもあり

ますが、ただ、一生懸命であるがゆえにま

た、私たちは自らを見失うことがあるので

す。そこで、この焦る気持ちにつけ込むの

がいわゆるカルトと言われているものでも

ありますが、しかし、人の心の隙間に付け

入ろうとしたのは何もカルトに限ったこと

ではありません。明日の 10 月 31 日は宗教

改革記念日でありますが、1517 年、ヴィ

ッテンブルク城教会の扉に 95 箇条の提題

を掲げ、宗教改革の口火を切ったのが宗教

改革者ルターでありました。終末の中間段

階にあると言われている煉獄を、中世の人

たちが殊の外恐れ、それに付け入るように

教会が贖宥状を乱発したからです。そし

て、それは、当時の人々が終末における神

の審きをそれだけリアリティをもって受け

止めていたからでもありました。 

 そこで、ルターが終末への備えとして語

ったことは「たとえ明日世界が滅びようと

も、私は今日リンゴの木を植える」という

この言葉でありました。これについては、

皆さんも一度ならず耳にされたことがある

と思いますが、それは、ルターの語ったこ

の言葉が、終末に向かって歩む、私たち信

仰者の生き方そのものを現しているからで

す。それゆえ、このルターの言葉は、様々

な場面で用いられるのですが、それは、終

わりに備え生きることが私たちの信仰にお

いては常に求められることでもあるからで

す。ですから、ルターの言葉はそのための

気づきを与えるものでもありますが、それ

は、この種を蒔く人の譬えも同じです。イ

エス様が弟子たちに向かって「持っている

人はさらに与えられて豊かになるが、持っ

ていない人は持っているものまで取り上げ

られる」とこう語るように、それが聖書の

語る終わりの日の姿でもあるからです。と

ころが、この種を蒔く人の譬え話を聞いた

弟子たちはどのような反応を示したのか。

「なぜ、あの人たちには譬えを用いてお話

になるのですか」と、本質からズレた質問

をイエス様に投げかけたのです。 

 それにしても、前段の種を蒔く人の譬え

話を聞いた弟子たちが、イエス様に向かっ

て「なぜ」と問うているのはどうしてなの

でしょうか。それは、結論から申せば、イ

エス様の仰ることの真意が分からなかった

からです。しかし、弟子たちがここで「な

ぜ」と問うているのは、イエス様の言葉の

意味、その内容が分からなかったからでは

ありません。むしろ、その逆です。弟子た

ちには、イエス様が譬えをもって何を仰り

たいかは分かっていたのです。なぜなら、

「終わり」についてのイエス様の見解は弟

子たちもすでに聞いていることですし、そ

もそものところで言えば、終末の訪れにつ

いては、ユダヤ人であれば誰もが知ってい

ることでもあるからです。ところが、弟子

たちはその上でここでは「なぜ」と問うて

いるのです。それは、弟子たちが群衆に対

するイエス様の振る舞いが気になったから

です。それは、自分たちがこれまでただ一

度として聞いたことのないこの種を蒔く人

の譬え話を「なぜ」群衆に語ったのか、自

分たちが知らない知恵を群衆に授けるとい

う行為、その特別な態度に弟子たちは納得

することができなかったからです。 

 従って、弟子がその師に対し、このよう

な形で不満を訴えることは常識的にはいか

がなものかとも思います。心の中で思うま

ではいいとしても、ここでは、それが許さ

れるほどの理由は見つかりません。ただ、

納得がいかないとは言え、弟子たちはそう

までしてどうして「なぜ」と尋ねなければ

ならなかったのか。そこで言えることは、

弟子たちとイエス様との近さ、距離感がそ
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こに関係しているということです。それ

は、イエス様とこれまで長い時間を共に過

ごしてきた弟子たちでありますが、この

時、イエス様との関係が深まり行くのを感

じ始めていたからです。まただから、御言

葉もそれを伝えるために「弟子たちはイエ

スに近寄って」と語るわけです。そして、

この近さでありますが、それは、前段の 2

節で「イエスは船に乗って腰を下ろされ

た」とあるように、手を伸ばせばすぐに届

くほどの距離にあったということです。従

って、殊更「近づいて」と語るまでもない

距離にあったのが弟子たちでありました。

けれども、御言葉はあえて｢近寄った｣と語

るのです。それは、弟子たちがイエス様と

の距離が近づいたことを感じ始めたその一

方で、この「なぜ」との問いかけが示すよ

うに、弟子たちがこの近さゆえにまた、イ

エス様との間に距離を感じてしまった、弟

子たちの苛立ちの原因はここにあったとい

うことです。 

 このように、イエス様に対する距離感の

近さが弟子たちをして「なぜ」と問わせる

ことになったわけですが、従って、ここで

明らかにされていることは、その師に向か

って「なぜ」と問うことの赦された関係性

にあったのがこの時の弟子たちであったと

いうことです。では、その弟子たちに向か

って、イエス様はなんと仰ったのか。イエ

ス様が先ず語ったことは「あなたがたには

天の国の秘密を悟ることが許されている」

というこの一言でありました。このことは

つまり、この距離感の近さは弟子たちの一

方的な思いではなかったということです。

イエス様もまた弟子たちをことを近いと感

じていた、しかも、この近さは特別なもの

でもありました。秘密を打ち明けるほどの

関係であったからです。そして、この特別

な関係性について、イエス様はさらにはっ

きりとこう仰るのです。イエス様は「あの

人たちには許されていないからである」と

群衆についてこう語るのですが、このこと

はつまり、イエス様の中には「あなたが

た」と｢あの人たち｣との区別がはっきりと

していたということです。そして、この区

別は徹底したものでもありました。「持っ

ている人はさらに与えられて豊かになる

が、持っていない人は持っているものまで

取り上げられる。だから、彼らには譬えを

用いて話すのだ。見ても見ず、聞いても聞

かず、理解できないからである」と、イエ

ス様にとって弟子たちが特別な存在である

ことを伝えようとして、イエス様は譬えを

もって語ったその真意をこのように包み隠

さず語ったのです。 

 ですから、イエス様と私たちとの関係性

について考える上で、ここから学ぶところ

は多いように思います。中でも、学ぶべき

は、私たちとイエス様との近さ、その距離

です。もちろん、親しき仲にも礼儀ありと

言われているように節度は大事です。何を

言ってもいいということではありません。

けれども、その反対に何も言えないという

のは困ったものです。そこで、思い出すの

は小さい子どもの言動です。目に涙を一杯

に溜めて、「お父さんの馬鹿、お母さんな

んて大嫌いだ」と、自分の思い通りになら

ない時、小さな子どもが親に向かってこう

悪態をつくのを見ることがありますが、そ

のような時、もちろん、言葉遣いについて

は、大人はきちんと教えてあげる必要はあ

ります。けれども、そこで子どもにとって

大切なことは、厳格に対処することではあ

りません。言ってはいけないことがあり、

それを口にしないようにさせるという技術

的な問題も大事なことではありますが、そ

れ以上に大事なことは、そうした言っては

いけないことを口にし、いや、口にすれば

こそ、子どもはもっと大切なことを学ぶこ

とになるということです。それは、親との

関係性が揺るぎないものであるということ

です。なぜなら、この口にしてはいけない

ことを口にするという、この率直な感情表

現を通して、子どもは、親が親であること

を本当の意味で学ぶことになるからです。 

 そこで、御言葉に戻りたいのですが、弟

子たちの｢なぜ｣との問いかけは、私たち大

人の常識からすれば、あってはならないこ

とであり、失敗の部類に振り分けられるも

のでもありました。けれども、イエス様は

諭すことすらせずに弟子たちの気持ちを受

け止め、群衆には語らなかったさらにその
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奥にあることを伝えたのです。そして、そ

こで伝えられた内容も大事なことではあり

ますが、もっと大事なことは、この失敗を

通して、イエス様と弟子たちの関係性が一

段と深まったということです。成功体験の

共有よりも、失敗の共有の方がより人と人

とを近づけると、世間一般でも言われてい

るように、人と人との関係性においては、

失敗は無意味なことではなく、意味のある

ことでもあるのです。ただ、もちろん、だ

から、失敗してもいいということではあり

ません。図らずも失敗するようなことがあ

っても互いに素直に正直に向き合える関係

性、それが維持されていてこそ、人と人と

の絆は太く強くしなやかなものとなるので

す。ですから、私たちはこの関係性を大事

にしよう、したいと思います。そして、こ

の大事にしたいという気持ち、そのための

振る舞いを愛と呼んだりもするのですが、

つまりは、失敗を共有できる関係性はこの

愛ゆえのものであるということです。だか

らこそまた、主に在る私たちの関係性は、

時間を経るに従って、深まりを見せること

にもなるのです。 

 そして、イエス様がその次に語ったこと

はイザヤ書の御言葉でもありました。それ

は、先に話した「あなたがた」と｢あの人

たち｣とをはっきりと区別させるためでも

ありますが、それは、イエス様にとって弟

子たちが特別な存在であるがゆえに、終末

に備え、神の民の失敗から多くを学ぶ必要

があると考えたからです。しかも、それが

深まりつつある関係性の中で語られている

ことを思いますと、イエス様がそこで語ろ

うとしていることは、誰もが語れる紙の上

の知識ではなかったように思います。そう

いう類いのものとは性質の異なる、関係性

の更なる深まりを願うものであり、つまり

は、弟子たちに向けられたイエス様の思い

のすべてを、この大きな失敗を通しイエス

様は伝えようとされたということです。そ

して、それは、神の民に受け継がれてきた

「知恵」であり、生きるための知恵、生き

抜くための知恵でもありました。イエス様

はこの「知恵」をこの大きな失敗を通し弟

子たちに伝えようとされたのです。それ

は、御言葉に「神を畏れることは知恵の初

め」とあるように、｢あの人たち｣と「あな

たがた」とを区別する上で必要なものが神

様を畏れ敬う心、つまり、知恵が必要だと

考えたからです。このように、イエス様は

この神様の「知恵」を弟子たちに与えよう

としているのですが、けれども、それは、

弟子たちに優越感を与えたかったからでは

ありません。 

 先ほど失敗の共有について少し触れまし

たが、民としての大きな失敗を共有してい

たのがイスラエルの民でありました。それ

ゆえ、この認識においては、イスラエルの

人々の中で差はありません。ならば、この

大きな失敗を通してイエス様は弟子たちに

何を伝えようとされたのか、失敗を通して

イスラエルが知ったことは、インマヌエ

ル、神共にいますことでもありますが、け

れども、それがよく分からなくなっていっ

たのがイスラエルのその後の歴史でもあり

ました。けれども、バビロンから帰還して

500 年後、人々はそのことを具体的に知る

ことになったのです。それが、イエス･キ

リストの出来事でありました。 

 そこで、イエス様は、神共にいます現実

のそのままを現すために、最後にこう仰い

ます。「あなた方の目は見ているから幸い

だ。あなた方の耳は聞いているから幸い

だ。はっきり言っておく。多くの預言者や

正しい人たちは、あなたがたが見ているも

のを見たかったが、見ることができず、あ

なた方が聞いているものも聞きたかった

が、聞けなかったのである」と。そして、

それが、「今、この時、この場所で、あな

たがた」が見て、聞いていることであり、

それがイエス様がここで「天の国の秘密」

と仰っていることでもあるのです。そし

て、このイエス様のお言葉を引き出したも

のがイエス様に「なぜ」と問う弟子たちの

まっすぐな気持ちでもありました。それ

は、このまっすぐさこそが聖書の中で語ら

れている神の民の伝統でもあるからです。 

 「なぜ」、「どうして」と、整理すらで

きないその気持ちを、まっすぐに、正直

に、素直にぶつけることを望んでいるのが

父なる神様でもありました。ところが、イ
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スラエルはその気持ちをまっすぐに神様に

向けるのではなく、他のものに向けてしま

ったのです。それは、人の世の様々な現実

と折り合いをつけるためでもありますが、

ただ、そうした現実的な判断を導く際、

人々の中に神様に向けられたまっすぐな気

持ちはどこにも見出すことはできませんで

した。バビロン捕囚はその結果であり、そ

れは、イスラエルが神を見失ったからでも

ありました。ですから、イスラエルが神の

民として終わりの日を目指し、まっすぐに

歩み続けるためには、神を畏れ敬う心が必

要なのです。そして、それは、イエス様を

まっすぐに見つめることであり、この素直

でまっすぐな気持ちが私たちの身に備わ

り、養われ、深められるためには、そのよ

うにイエス様のお言葉に聞き、幸いな関係

性に止まり続ける必要があるのです。そし

て、それが、今、この時、この場所で、あ

なたがたには許されている、イエス様が仰

りたいのはこのことです。 

 ここでの弟子たちと同じように、私たち

もまたイエス様に「なぜ」と問う、この失

態を重ねるしかないのでしょう。その時、

私たちはどうするのか、ここでの弟子たち

のようにまっすぐにイエス様を見つめるの

か、それとも、言い逃れを繰り返し、この

世とうまく折り合いをつけることだけを考

えるのか、あるいは、原因と思しきものを

見つけ出し、現実に即して正しいと思う結

論を無理矢理導き出そうとするのか、バビ

ロン捕囚という大失態がいずれを選ぶべき

かを私たちに教えてくれているのですが、

ただ、イエス様が私たちに教えようとして

いることは、正しい答えを選び取ることだ

けではありません。弟子たちの信仰がいつ

までもどこまでもまっすぐであり続けるこ

とがなかったように、このまっすぐさを最

後まで保ち続けられないのが私たち人間で

もあるからです。 

 私たちが｢終わり｣を迎えるために必要な

ことは、神様に向けられたまっすぐな眼差

しであり、それを保ち続けることこそが大

事なことでもあるのです。ただし、それに

失敗したのが弟子たちでもありますが、で

は、そのために私たちはどうすればいいの

か。それは、「なぜ」と問い続けることで

す。むしろ、｢なぜ｣と問うべきだし、そう

イエス様に問いかけていいのが私たちでも

あるからです。なぜなら、イエス様との関

係が深まるのは、不遜とも思える、この

「失敗」を通じてのことでもあるからで

す。ただし、この「失敗」を受け止めるた

めに「なぜ」と問い続けることは容易なこ

とではありません。厳しいものであり、痛

みを覚えるものでもあるのです。けれど

も、痛みを覚え、つい口についてしまう

「なぜ」との繰り返しの中で、私たちは知

らされるのです。それは、イエス様と神様

との関わりが深まっていくのを知らされる

のです。終末が私たちにとっての喜びのと

きであるのはそれゆえのことでもあります

が、それは、この終わりの時を私たちはイ

エス様から遠く離れたところで迎える者で

はないからです。 

 ｢終わりの日｣、私たちはぽつんと一人だ

けでその日を迎えるわけではありません。

イエス様と共に、イエス様の中で、イエス

様に一番近いところでその日を迎えるのが

私たちなのです。まただから、イエス様は

その日までをこうして共に礼拝を献げ、共

に主の聖餐を分かち合い、共に祈りを合わ

せ、互いに愛をもって過ごすようにと、私

たちに求められるのです。それは、そこに

イエス様の姿を常に見出し、イエス様のそ

の声を必ず耳にすることになるからです。

つまり、そのような関わりの中に生きてい

るのが私たちであり、まただから、イエス

様という神の国の奥義を知らされている私

たちは、「なぜ」との問いを発っすればこ

そ、互いに愛をもってイエス様との関係性

を深め、その終末に向かっての歩みをより

確かなものとするのです。ですから、終わ

ることを恐れるのではなく、終わりまでを

私たちと共に歩んでくださるイエス様に感

謝し、喜びの中にその日を迎える私たちで

ありたちと思います。祈りましょう。 
 

 


